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　居宅介護支援事業所管理者

　訪問介護事業所管理者　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東大阪市福祉部指導監査室長

　　　介護報酬改定による生活援助中心サービスの取り扱いについて（通知）

　平素は、本市介護保険事業の適正な運営にご協力していただきお礼申し上げます。

　さて、平成２４年４月の介護報酬の改定において、訪問介護サービスの生活援助中心型の所定単位数を算定する場合の時間区分の見直しがありました。
　今回の見直しは、あくまで介護報酬の評価を行う際の区分の変更であり、必要なサービス量を制限しようとするものではありません。

　介護保険サービスは、利用者の個々の状況等を勘案し、介護支援専門員と訪問介護事業所のサービス提供責任者による適切なアセスメントとケアマネジメントに基づき、利用者に必要なサービス提供がなされる必要があります。

　今回の介護報酬の改定により、利用者に必要なサービスが利用者の意向等を踏まえずに時間区分を無理に変更することがあってはならず、例えば６０分を超える場合でも所要時間４５分以上の区分として保険給付の対象となりますのでご注意ください。
　また、厚生労働省が発出した「平成２４年度介護報酬改定に伴うＱ＆Ａ」（介護保険最新情報Ｖol.２６７）に今回の通知と同じ趣旨が掲載されていますのでご確認ください。
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